
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民活動サポートセンターとやま（C A S T） 

あなたの色はどんな色？ 

日時：2021 年 6 月 25 日(金)午後 7 時 30 分より 

場所：各々の場所（Zoom にて） 

 

特定非営利活動法人 

市民活動サポートセンターとやま 
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Citizens Activities Support center Toyama 

２０２１年度年度総会次第 

第１部 

１．開会 

２．開会あいさつ 

３．議長選出・議事録担当選出 

４．2019 年度事業報告・決算承認の件 

５．2020 年度事業計画（案）・予算（案）承認の件 

６．その他 

７．閉会 

第２部 

○講演会  

市民活動サポートセンターとやま 代表理事 能登 貴史 

テーマ 

「ドラエモンからの贈り物」  

能登貴史プロフィール  

S37.9.28 南砺市生まれ、高校卒業後東京、大阪、名古屋放浪、その後大学に入るが、２年で

中退 縁あって日本マクドナルド株式会社入社 13 年努めるが、わけあって、富山に U ター

ン、地元企業に勤めるが 3 年で退社、市民活動や、ボランティア活動にかかわる 

2000 年 PCTOOL（ピーシーツール）設立 

2002 年特定非営利活動法人 PCTOOL 設立 

2006 年富山県 IT センター指定管理 

2003 年 NGO・NPO ネットワーク（NNNT）富山事務局 

2006 年 NNNT 代表世話役 

2009 年富山市災害ボランティアネットワーク会議会長 

2010 年市民活動サポートセンターとやま代表理事 
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2020 年度 特定非営利活動法人市民活動サポートセンターとやま事業報告 

 

2020 年度は市民が自発的に地域で課題解決のための活動を始める支援を

通して市民社会の実現をミッションとして、地域の発展に協力してきました。 

しかし、新型コロナウイルスの感染が世界に広がり、経済的に豊かな国々でも

猛威を振るい、医療崩壊を招き、さらに人々の暮らしや経済に対して甚大な被害

をもたらしています。この出来事は、世界大恐慌や第 2 次世界大戦にも匹敵し、

世界の構造に大変革をもたらす可能性があります。一方、この世界の変化は、新

型コロナウイルスによってのみもたらされたものではなく、以前より生じていた

変化が加速化しているものだともいえます。私たちはこの危機をさまざまな変革

や改善につなげる好機ととらえ、より公正で強靭な社会をつくるために取り組ん

でまいりました。 

 

１）市民活動・コミュニティービジネスへの支援 

県内で活動を行っている団体・個人に対し相談、支援活動を行いました。 

◯団体設立の相談、運営の相談などを行う相談活動・受け付け 28 団体 7 個人 

◯実際の活動へ直接参加して設立・運営支援 コンサルタント活動 

・南砺市「なんと未来支援センター」 

・滑川市「街 ing なめりかわ」（運営） 

◯市民活動団体へのセミナー開催  

 

２）市民恊働の推進 

県内の協働事業を行っている団体相互の関係をコーディネートし、その事業の運営を支援し

て行く中で、協同の意識を高め有効性を実感していただき、今後の活動に活かしてもらうよ

う支援活動を行いました。 

◯行政・企業・市民団体の連携活動のコンサルタント活動 ２件 

◯イベントの開催恊働コーディネート活動 
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３）市民セクターの形成 

よりよい地域を作って行くためにそこに住んでいる人の市民意識を高め地域の主役として

市民が活躍できる場を形成して行くためのコーディネート活動や自団体の構成メンバーも

広く他団体と密接につながり、情報を共有し意識を高めて行くための活動を行いました。 

〇市民活動団体の相互の交流 

・おしゃべりカフェの開催 

◯NPO のための ICT 支援ネットワーク（全国規模）への参加協力 

・市民活動団体の ICT 利用基準の作成 

◯他域の支援センターとの連携 

・日本 NPO センターCEO 会議などへの参加 

◯広報、その他の活動 

・“ポットラック・アクションプログラム”活動 

・HP の運用、facebook の広報活動など 

 

その他 

・総会にて IIHO 川北英人さん講演 

・県内の NPO 団体へのアンケートから県への要望活動 
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２０２1 年度活動計画（案） 

特定非営利活動法人 

市民活動サポートセンターとやま  

趣旨 

 地域での少子高齢化などに伴い、富山県内でも地域力の低下、もしくは崩壊が始まってい

ます。また地域の課題は多様性を増して来ています。これは、行政だけでも、地域の住民だ

けでも解決できない問題になってきています。現状様々な取り組みが始まっていますが、地

域に住んでいる市民が自分たちの問題として、考え、自発的行動を様々なセクターと一緒に

なって、協働して新しい地域を作っていかなければなりません。 

 しかし、地域での活動はまだまだ、組織基盤が脆弱で、活動も散発的で持続可能な組織は

多くないのが現状です。 

また新型コロナウイルス流行に伴う社会基盤の変化や地域でのニーズの変化、活動環境の変

化への対応も必要です。 

市民の自発的な活動を促進し支援する当センターとして 2021 年度は組織基盤の整備、事

業の継続スキルアップに重点を置き事業を計画いたします。 

・2021 年度事業テーマ 

「市民活動団体の事業継続への支援」 
 今までの相談を受け付け、セミナーを受講してもらうという支援はもとよりその地域、団

体の目標達成に向けた結果まで視野に入れたサポート体制の確立 

１．市民活動支援【ミッションを明確にし、活動基盤を整える】 

○設立、運営相談（随時） 

○リユースパソコン寄贈プロジェクト 

○効果的な講座の開催と支援・調査研究（セミナーの開催、全国との連携） 

 一般財団法人 非営利組織評価センターとの協働事業 

◯ファシリテーター派遣・養成事業 

 一般社団法人 なんと未来支援センター運営支援 

 街 ing なめりかわ運営支援 

２．市民協働の推進【協働推進のための可能性を探る】 

○行政・企業・市民活動協働への意識調査（ヒアリング） 

◯企業と市民活動の協働プロジェクトコーディネート事業 

３．市民社会への啓蒙【人材、組織発掘と理解と行動の輪を広げる】 

○市民参加型プロジェクト（ポットラック・アクション・プロジェクト） 

○中間支援センターの啓蒙と支持の拡大（おしゃべりカフェ） 

○市民活動支援のための講座開催（支援 プロジェクト） 
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２０２１年度予算（案） 

市民活動サポートセンターとやま 

 

科目・摘要 金額 

収入の部   

会費収入 350,000 
団体会員 10,000 円 20 団体 

個人会員  3,000 円 50 名 

セミナー講座事業 150,000  

助成金申請 500,000  

コンサルティング事業 1,200,000  

その他 500,000 
委託 

おしゃべりカフェなど 

合計 2,700,000  

支出の部   

事業費 1,200,000  

管理費 900,000 事務スタッフ人件費など 

予備費 600,000  

合計 2,700,000  
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役 員 名 簿 

特定非営利活動法人 市民活動サポートセンターとやま 

2021 年 6 月 25 日現在 

役 名 氏  名 住所又は居所  

理事長 能登 貴史 富山県南砺市山見１７１４番地 再任 

理事 吉川 夕佳 富山県富山市新金代二丁目 32番地 再任 

理事 星井 光 富山県射水市黒河 3731番地 再任 

理事 水野 達夫 富山県滑川市田中新町 134番地２ 再任 

理事 寺井 明美 富山県高岡市佐野 406番地 再任 

監事 辰巳 聡 富山県中新川郡舟橋村仏生寺 35-4 再任 

 

 


